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出典：「地図中心（2019年1月号）、特集 日本の河川・新トップ40」（（一財）日本地図センター）
国土交通省「ゼロメートル地帯の高潮対策検討会」第１回資料、ゼロメートル地帯：朔望平均満潮位以下の地区

❏ 幹川流路延長 １７３km

❏ 流域面積 ２，９４０km２

❏ 流域内人口 １，０１９万人
❏ 流域人口密度 ３，４６８人/ km２

❏ 山地面積比率 ４７％
（平地面積比率 ５３％）

❏ ゼロメートル地帯面積
江東5区周辺 １１６ km２

荒 川
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荒川流域の様子

3
出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー

（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK



荒川流域の標高

4
出典：国土地理院地理院地図



荒川流域の地質

5
出典：国土地理院地理院地図



荒川流域の主な交通ネットワーク

6
出典：国土地理院地理院地図



引用：秘密の荒川 Vol.2 ー誰も知らない、本当は凄いー 三橋 さゆり氏（国土交通省利根川上流河川事務所長）

荒川流域とまちの位置関係
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引用：荒川上流河川事務所HP http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo_index015.html

荒川流域の主な治水施設等
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http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo_index015.html


荒川本川の河川縦断勾配

引用：秘密の荒川 Vol.2 ー誰も知らない、本当は凄いー 三橋 さゆり氏（国土交通省利根川上流河川事務所長） 9



寛保2年（1742年） 荒川、利根川が氾濫し、関東一円が浸水

安政6年（1859年） 荒川筋の各所で堤が切れ、また、市ノ川筋、入間川筋も破堤

明治43年（1910年）
明治以降荒川最大の出水
利根川の洪水と合わせて埼玉県内の平野部全域を浸水させ、
東京下町にも甚大な被害

昭和22年（1947年）
熊谷市久下地先において100mにわたり堤防が決壊
埼玉県内の全壊・流失家屋は1,121戸、床上浸水家屋は
44,855戸

昭和49年（1974年） 当事務所管内では護岸や堤防法面の破損など40ヶ所が被災

昭和57年（1982年） 新河岸川では被害総額211億円にも及ぶ甚大な被害

平成11年（1999年）
熊谷水位観測所、治水橋水位観測所では
観測開始以来、過去最高となる水位を観測

平成19年（2007年）
三峰雨量観測所にて総雨量573mmを記録
熊谷水位観測所では観測開始以来の最高水位を記録

荒川流域の主な洪水の歴史

令和元年（2119年） 台風19号により越辺川、都幾川で氾濫 10

http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00033.html
http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00034.html
http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00035.html
http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00036.html
http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00037.html
http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00038.html
http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00039.html
http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00040.html


出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 11



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 12



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 13



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 14



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 15



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK

寄居を扇頂とする扇状地形
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寄居を扇頂とする扇状地形川

寄居
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出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK

旧河道地形
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旧河道地形
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出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 20
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出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 22



かつての元荒川の流路
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東京湾

太平洋

利根川

渡良瀬川

荒川

利根川 ： 東京湾に流下

荒 川 ： 当時の利根川と合流して
東京湾に流下

熊谷市で流路を付け替え、隅田川を経て
東京湾に流下

江戸以前

江戸川

東京湾

太平洋

荒川

利根川

渡良瀬川

現在

徳川家康は江戸入府直後から、雨が降れば一面水浸しになる大湿地帯という、
劣悪な環境であった江戸の整備に乗り出し、利根川と荒川を分離しました。

○利根川の東遷（1594年～1654年）
東京湾に流れていた利根川の流れを江戸から遠ざけ、銚子で太平洋に流下

○荒川の西遷（1629年）
利根川と合流して流れていた荒川の流路を付け替え隅田川を経て東京湾に流下

関宿で江戸川を分流し、銚子で太平洋に流下

利根川の東遷、荒川の西遷

24資料提供：関東地方整備局



○利根川の東遷前には約12,700km2分の流量が東京湾に注いでいた。
○東遷により約6,000km2分の流量を銚子方面に流すことで、東京湾に注ぐ流量を
約6,700km2分に減らすことができた。

熊谷 栗橋熊谷 栗橋

利根川東遷・荒川西遷 ≪前≫ 利根川東遷・荒川西遷 ≪後≫

東京湾に注ぐ流域の面積：約12,700km2 東京湾に注ぐ流域の面積：6,700km2（約47%減）
※江戸川流頭部で30％が江戸川を流下して東京湾に流れると仮定

流路の付け替え 利根川の東遷、荒川の西遷

25資料提供：関東地方整備局、国土地理院

治水安全度の向上のみならず、

新田開発 ： 67万石→117万石
舟運航路 ： 東廻航路の安全確保

内陸・沿岸の物流発展

等に大きな効果



水
を
溢
れ
さ
せ
た

日本堤、隅田堤により、江戸より上流で
洪水を溢れさせた

○荒川の洪水が江戸市街地に流入するのを防ぐため、漏斗状の日本堤、隅
田堤により、上流に広がる水田地帯を遊水地として利用した。

○8代将軍吉宗は隅田堤を守るために桜の木を植え、市民に花見をさせると
ともに同時に堤防強化を行った、と言われている。

日本堤・隅田堤

江戸時代からの荒川の治水

27資料提供：関東地方整備局



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 28



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 29



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 30



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 31



出典：国土交通省関東地方整備局からの提
供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency

by ARTBANK
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出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー

（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 33



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 34



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 35



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 36



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 37



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK
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出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー

（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK
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出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー

（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK



出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 40



荒川放水路と綾瀬川・中川・隅田川
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出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 42



出典：関東及び周辺地域における災害石造物・伝承，祭祀施設等の調査研究と課題
大里重人氏：株式会社土質リサーチ

関東周辺地域における災害石造物・伝承，祭祀施設等

43



出典：関東及び周辺地域における災害石造物・伝承，祭祀施設等の調査研究と課題
大里重人氏：株式会社土質リサーチ

関東周辺地域における災害石造物・伝承，祭祀施設等

44



明治43年8月洪水（浅草公園）
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大正6年大暴風雨（相生橋）
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大正6年大暴風雨（帝都被害）
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①江東区南砂2丁目

②江東区亀戸7丁目

③墨田区立花6丁目

④葛飾区西新小岩4丁目

出典：国土交通省関東地方整備局からの提供画像をキャプチャー
（C）Product Geoscience Agency by ARTBANK 48



荒川下流域の地盤沈下（経年変化）
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荒川下流域の地盤沈下（48ページの①～④の断面図）
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江東５区洪水浸水想定区域図（浸水深）

出典：江東５区五大規模水害ハザードマップ
https://www.city.koto.lg.jp/057101/bosai/bosai-top/topics/documents/haza-do.pdf
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江東５区洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）

出典：江東５区五大規模水害ハザードマップ
https://www.city.koto.lg.jp/057101/bosai/bosai-top/topics/documents/haza-do.pdf
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国総研作成資料を元に国際室が作成 両地域の横断地形比較 （Buffalo流域は縦断距離37km付近，荒川沿い沖積低地は縦断距離33km付近）

❏2017年のハリケーンハービー時に記録的な降雨が生じた全米第４位の都市のヒューストン

❏日本の大都市を貫流する荒川流域（両都市とも海から50km圏内で発展した都市）の自然地理的特性を比較。

❏バッファロー川の川底からみたヒューストン市街部の標高と、荒川の堤防天端標高が概ね対応（下図青破線）。

❏外水氾濫については、高さ約10mの堤防に守られる荒川沖積低地が、大規模氾濫への脆弱性が圧倒的に大きい。

❏内水氾濫についても、潮位が下がれば重力効果で自然排水がなされるヒューストン市街部に比較して、広い0m

地帯を抱え、排水に機械力を要し、高潮位により排水が困難となる荒川低地市街部が、はるかに厳しい状況。
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出典：国土交通省資料 53



スーパー堤防（高規格堤防）の整備は
ゼロメートル地帯対策には絶大なる効果を発揮

堤防決壊を起こさない

54



地域ごとに、
自然条件と社会条件により、被害の様相や必要な対策は異なる

災害を引き起こす
自然現象
（ハザード）

豪雨、地震、津波、高潮、
火山噴火、地すべり、
土砂崩壊、干ばつ、
豪雪、強風 等

人間社会
（暴露量、脆弱性）

暮らし、産業、まち、
コミュニティ 等

災 害
（リスク増大）

気候変動
ハザード拡大

技術の進歩、都市の
拡大・高度化

暴露量、脆弱性拡大

出典：河川情報取扱技術研修資料を編集 55

人と災害の関わり



人・・・家族や友人の安否

水・・・必要不可欠な水

飯・・・食料

便・・・トイレ、おむつ

薬・・・持病への対応

被災地・被災者の「命と心を繋ぐ一文字10箇条」
～ 思いやり、助け合い、頑張り ～

これまでの災害対応の経験知から、、、

「人・水・飯・便・薬・道・電・信・油・家」

56

道・・・緊急活動（救助救命、物資輸送など）

電・・・電気・電力（活動エネルギー源）

信・・・情報・通信（安全・安心の源）

油・・・燃料（自動車・予備発電機等）

家・・・安心・安寧



残す

明かす

活かす

記録

心（こころ）
智恵

教訓真（まこと）

からくり

理由

命（いのち）

記憶 助け合い

思いやり

災害に負けない国土へ・地域へ・社会へ

57

この循環を支えるインフラは必須




